
Study of strong dynamics at the Weak scale (scsd group)

NTを大きくした場合の格子相構造の変化についての予測
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NT=4,8, NF=4,10で実際に得られた相構造の変化

•NTを大きくすると、相転
移線はNFに依らず右上へ
シフト。(漸近自由性から
の予測とconsistent)

•NF=4では、1次相転移と
クロスオーバーとの境界
点は右にシフト。(NF=4は
confining)

•NF=10では、境界点は右
にシフトしない。(NF=10
はconformalと無矛盾)


